
【いじめをしない させない 見逃さない 白根小】
新潟市立白根小学校 学校だより

【白根に生きる子ども～白小を大好きな子 白根を愛する子 白根を考える子～】を目指して！

令和６年１０月号

【教育目標】
ゆたかに
かしこく
たくましく

★10月１５日（火）から後期がスタートしました。１１日（金）の
前期終業式で、子どもたちに、「いじめているきみへ」という
絵本の読み聞かせをしました。読み終わった後、白根っ子一
人一人に「自分事」として考えてほしいと願い、「いじめをな
くすにはどうすればいいだろうか？」と、投げかけました。
私は・・・、いじめをなくすためには、「いじめをしないこと」
「加害者にならないこと」だと思います。

★「いじめられるほうも悪い」「いじめられるほうにも原因があ
る」という考えがあります。その考えは間違っています。どんな
理由があっても、命と同じくらい大切な権利「人権」を奪って
しまう「いじめ」は絶対にしてはいけないのです。

★また、「やられたらやり返す」という考え方もあります。この考
え方のようにやられたからやり返してしまったら、被害者であ
った自分が、加害者になってしまいます。それでは「いじめ」
はなくなりません。相手に自分の権利をとられそうになったら
やり返すのではなく、「NO（やめて）という」「ＧＯ（その場か
ら離れる」、1番大切なのは「ＴＥＬＬ（相談する）」ことです。

★「いじめ」をなくすためには、相手のことを考える「想像力」が
大切です。それが【思いやり】です。

★「私も大事 あなたも大事～私もあなたも大切な人～」をキ
ーワードにして、相手を尊重する【思いやり】で白根小をいっ
ぱいにして、後期も引き続き、「いじめをしない させない 見
逃さない白根小」を目指していきます。 校長 井浦 順子



★４月から関川先生の育休代替えとしてお勤めいただいた、原 柚月（はら ゆずき)先生は、
１０月１日から新潟市立女池小学校（中央区）にご異動されました。

★原 柚月 先生 ★約半年間、大変お世話になりました。
たくさんの子どもたちに笑顔で声をかけてもらえて、毎日
元気をもらっていました。これからも、素直で優しい白根っ
子でいてください。

★保護者の皆様、地域の皆様にも支えていただきました。本
当にありがとうございました。

☆育児休業でお休みをされていた関川 芙美香先生（せきかわ ふみか）先生が、１０月１日（火）
から、白根小学校に戻ってこられました。級外として、３年生を中心に、いろいろな学年の授業を
担当していただきます。

★関川 芙美香 先生 ★２年ぶりに白根小に戻ってきました。すっかりお兄さん、お
姉さんになった皆さん姿を見ることができて、とても嬉しく
思っています。

★初日からたくさんの子どもたちが声をかけてくれて、心が
ほんわか温かくなりました。楽しい学校生活のサポートが
できるように励んでまいります。よろしくお願いいたします。

いじめているきみへ
いまから かく ことばは 春名 風花（はるな ふうか）
きみには とどかない かもしれない
いじめているこは
じぶんのこと いじめっこだなんて おもわないから
あそんでいる だけ なんだよね
じぶんより よわい おもちゃで
いじめられているこが ひとりぼっちで しんでも
いじめたことは わらって ごはんを たべる
きえろ ぶす きもい しねば いいのに
かなしくて はずかしくて いきができなくなって
いじめられているこが くるしんで ないて しんでも
また ほかのこで いじめは つづく
あのね ぼくがうまれたひ おとうさんと あかあさんは
うれしくて すごく ないたんだって
いのちにも かえても まもりたいねって
ちいさくて かわいくて ほんとうに
しあわせだったんだって
そうぞう してください
きみが あざわらったこが はじめて たったひ
うれしくて ないたり わらったりしたひとたちの すがたを
そして おなじように きみを そだててきた ひとたちが
いじめている きみを みて どう おもうのか
そのひとたちの えがおは きみの ちっぽけな
たのしみとひきかえに うしなって いいものなかのか
すこしだけ そうぞう してください


